
森林環境教育のリニューアル
ポータルサイトの構築・民間連携

保全活用担当 伊藤



本日の内容
これまでの森林環境教育

ポータルサイトの開設

新たなアプローチ

これから



これまでの森林環境教育
●森林と森林保全・林業を理解した
「森の応援団」を増やす

●森林の大切さを広め、地域に関わる
人材を育てる

●人工林の問題を理解し、森づくりを
実践するボランティアを育てる

⇒「とよた森林学校」を企画・実施



森林入門セミナー

・人工林と天然林、森林の持つ公益的
機能について学ぶ

・森林について深く学ぶはじめの一歩
として、総括的役割を担う

・この講座をきっかけに、他の講座を
複数受講する方も多い



間伐ボランティア初級講座

・森林組合作業員を講師に間伐技術や
森づくりの考え方を学ぶ

・講座受講生が毎年チームを結成
⇒１６団体が市内各所で活動

・団体同士で横に繋がる組織
「矢作川水系森林ボランティア
協議会（矢森協）」



森林環境教育を取り巻く姿

⇒より多くの方にすそ野を広げたい

森
へ
の
関
心
・
理
解

関係する人口



新たなアプローチとして

今まで森に触れる機会がなかった方に対し
森×○○（他のジャンル）を組み合わせた
新講座を企画・実施

⇒楽しみながら森に触れることができる

とよたモリジャム
を新設



森×○○

リラックスヨガ＆ウオーキング

・森×ヨガを組み合わせた講座

・森林で自然観察を行った後に
ヨガを実施

⇒ヨガに興味がある方に、森での
楽しみ方を伝えることができた



木製マイスプーン作り

森×○○
・森×木工を組み合わせた講座

・自分たちで作ったスプーンでスープ
を飲みながら森づくりのお話

⇒木の持つ温かみに触れながら
豊田市の森づくりを知る機会に



ポータルサイト開設
① 楽しむ・学ぶ

④ 森づくりを知る

② 木を使う

⑤ はたらく

③ 手続きする

⑥ 自ら活動する

⇒森林にまつわるあらゆる
情報が得られるサイト



Tomoriの紹介（森づくりを知る）

⇒視覚的にわかりやすく



Tomoriの紹介(楽しむ・学ぶ)

⇒参加したくなるような情報



Tomoriの拡がり
Tomoriの開設に伴い、森林環境教育に
携わる他の民間団体も利用可能に

他団体による多様な講座の開催により、
より多くの方が森林へ触れる機会を生み出した

⇒民間との連携により担い手、規模を拡大



まとめ（リニューアルにより）

楽しみながら森に触れる

森のあらゆる情報にアクセス

Tomoriを通して民間団体が利用可能に



めざす姿

民間団体


